
 

 

 

 

 

 

 

 

 「地域とともにある学校」づくりをめざし特色ある教育活動について紹介します。 

「書 de 交流プロジェクト」（小・中学校） 

 昨年度に引き続き、本年度も雨竜町出身の書家である故・辻井京

雲先生のゆかりの皆さんを特別講師に迎えて書写の授業を実施しま

した。今回は、教育大岩見沢校の土井准教授と書道研究室の学生６名

を迎えて、小・中全学年で実施しています。 

土井准教授の説明のあと、学生がそれぞれ５，

６人の児童生徒を担当し、やさしく教えてくれ

ました。小１、小２は、まだ筆を握ったことがない児童もいましたが、道具も全

て貸していただき、一人ひとりへの指導のおかげで作品を無事に仕上げること

ができました。仕上げた作品は、「第７３回北海道学生書道展覧会」に出品する

予定となっています。その結果も楽しみです。 

 

「雨竜町保育園との交流」（小・中学校） 

 １１月８日（火）に保育園年長児（きりん組）の園児たちが小学校を訪

れ、５年生と給食交流をしました。今の５年生はきり

ん組の園児たちが入学してくると、新６年生と新１年

生という関係になります。黙食でしたが、食べる前後

にお話をすることで一足早く交流していました。 

１０日（木）は、中学１年生が保育園を訪問して、園児と触れあっています。園

内で一緒にレクリエーションを行い、元気な園児たちと楽しい時間を過ごしまし

た。多くの生徒は雨竜町保育園の出身者なので、保育士さんと再会でき、当時の

ことを思い出すこともあったでしょう。１２月の２回目の訪問に向け、新しい企画を準備中です。 

 

「薬物乱用防止教室」（小・中学校） 

１１月４日（金）に小学校５年生と中学校２年生を対象に薬物乱用防止教

室を実施しました。講師に雨竜町ライオンズクラブの沖田さんと深川警察署

の渋谷さんを迎え、ＤＶＤを視聴しなが

ら薬物乱用の現状や薬物の依存性などに

ついて学びました。 

また終盤には、不審者が現れたときの対応の仕方を、動作を伴っ

て教えていただき、座席の隣同士で練習をしています。 

最後に、児童・生徒を代表して中学校２年生の長原花奈さんが、

講師の方々にお礼の言葉と決意を述べて終了しました。 

雨竜町ＣＳ（コミュニティ・スクール）だより 
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